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平
成
23
年
度
ま
で
に

排
出
量
20
％
減
量
を
目
標
に

　

市
で
は
、
平
成
19
年
７
月
に
設

置
し
た
「
飯
山
市
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
」
か
ら
、
平
成

20
年
10
月
に
「
平
成
23
年
度
に

は
ご
み
の
排
出
量
を
平
成
18
年
度

対
比
で
20
％
削
減
す
る
」
を
目
標

と
す
る
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
こ

の
答
申
に
基
づ
い
て
平
成
23
年
度

ま
で
の
ご
み
減
量
計
画
を
策
定

し
、
現
在
目
標
達
成
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ご
み
排
出
量
の
現
状

　

昨
年
度
の
飯
山
市
の
燃
え
る
ご

み
の
排
出
量
は
５
０
２
７
ｔ
。
平

成
18
年
度
と
比
較
す
る
と
7.1
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。（
平
成

20
年
度
は
4.5
％
の
減
）

　

近
年
で
は
平
成
17
年
度
の

ピ
ー
ク
時
以
降
、
微
弱
な
が
ら
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ご
み
減
量
計
画
の

目
標
達
成
に
む
け
て
・
・

　
ご
み
が
増
え
る
周
期
と
そ
の
要

因
は
季
節
と
の
関
連
性
が
非
常
に

高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
８
月
は
水
分
量
が
多
い
果
物
や

食
べ
物
が
傷
み
や
す
く
、
生
ご
み

が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
年
間
で
最

も
燃
え
る
ご
み
が
多
く
な
る
月
で

す
。

　
１
月
は
ス
キ
ー
な
ど
の
観
光
客

の
増
加
も
あ
り
、
細
か
な
分
別
も

進
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
ご
み
は
増

え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ご
み
が
増
え
る
月
と
、
ご

み
の
種
類
を
把
握
し
て
お
か
な
い

と
、
ご
み
の
計
画
的
な
減
量
は
な

か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ご

み
の
減
量
に
は
資
源
物
の
分
別
方

法
の
導
入
が
最
も
効
果
的
で
す

が
、
飯
山
市
で
は
既
に
ほ
と
ん
ど

の
分
別
方
法
を
導
入
し
て
い
る
た

め
、
新
た
な
分
別
方
法
に
よ
る
ご

み
減
量
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
分
別

方
法
の
精
度
を
向
上
す
る
こ
と

と
、
ご
み
が
増
え
る
時
期
を
中
心

に
意
識
的
に
分
別
や
生
ご
み
の
水

切
り
に
取
り
組
む
こ
と
の
合
わ
せ

技
が
、
こ
れ
か
ら
の
ご
み
減
量
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
一
層
の
ご
み
減
量
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

燃えるごみの排出量の推移と減量目標
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平
成
21
年
度 

対
前
年
比
は
減
少
す
る
も
目
標
値
と
の
差
１
２
７
ト
ン

創
意
と
工
夫
で
一
層
の
「
ご
み
減
量
」
を

露
天
ご
み
集
積
所
の
集
約
化
と
ゲ
ー
ジ
化
の
推
進
を
！

　

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
を
控

え
、
町
並
景
観
及
び
ご
み
収
集

効
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平

成
22
〜
23
年
度
の
２
ヵ
年
に

つ
い
て
、
補
助
金
を
増
額
し
て

露
天
ご
み
集
積
所
の
集
約
化
・

ゲ
ー
ジ
化
を
推
進
し
ま
す
。

□
補
助
金
の
概
要

①
現
状
の
露
天
ご
み
集
積
所
を

ゲ
ー
ジ
化
等
す
る
場
合

　

整
備
費
用
の
２
分
の
１
補
助

限
度
額
５
万
円

②
２
箇
所
以
上
の
集
積
所
を

１
か
所
に
統
合
す
る
場
合

（
20
世
帯
以
上
で
使
用
）

　

整
備
費
用
の
３
分
の
２
補
助

限
度
額
12
万
円

◇
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
環

境
課 

生
活
環
境
係
ま
で

生ごみ処理器購入補助金の活用を！
　平成22～23年度の2ヵ年に限り、ごみ減
量20％を推進するため、生ごみ処理器購入費
の補助金を増額します。
補助金の概要　1万円以上の容器または機器等
の購入費の1/3補助　（限度額1万5千円）

【お問い合わせ】　市民環境課生活環境係
電話62－3111（内線191･192）　

不
法
投
棄･

違
法
焼
却
を
な
く
す
た
め
に

　

雪
解
け
と
と
も
に
、
山
菜
採
り

な
ど
で
山
に
入
っ
て
の
ポ
イ
捨
て

や
、
山
道
脇
・
谷
へ
の
不
法
投
棄

が
多
く
な
り
ま
す
。

　

各
集
落
の
山
に
は
不
法
投
棄
を

さ
せ
な
い
と
い
う
監
視
の
目
と
、

ご
み
の
放
置
場
所
を
な
く
す
取
り

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
と
え
自
分
の
土
地
で
あ
っ
て

も
、
ご
み
を
長
期
間
放
置
す
る

こ
と
に
よ
り
周
辺
環
境
へ
の
影
響

が
生
じ
た
場
合
な
ど
は
、
不
法
投

棄
と
み
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
不
法
投
棄
に
は
、
５
年
以
下

の
懲
役
若
し
く
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
ま
た
は
こ
の
両
方
が
科
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
焼
畑
や
た
き
火
な
ど
の

軽
微
な
も
の
や
、
道
祖
神
祭
り
の

よ
う
な
風
俗
習
慣
上
の
行
事
等
は

除
か
れ
ま
す
が
、
ご
み
の
野
焼
き

は
違
法
焼
却
と
し
て
、
違
反
者
に

は
不
法
投
棄
と
同
様
の
処
罰
が
科

さ
れ
ま
す
。

　

自
分
が
出
す
ご
み
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
処
理
を
心
が
け
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る
皆
様
へ

対
象
と
な
る
方
の
給
与
所
得
を
軽
減
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
平
成
22
年
度
か
ら
、失
業
に
よ
り
社
会
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
切
り
替
わ
っ
た
場
合
、そ
の
時
期・

理
由
等
に
よ
っ
て
は
、
申
告
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
に
係
る
負
担
の
一
部
を
計
算
す
る
際
に
、
対
象
と
な

る
方
の
給
与
所
得
を
軽
減
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
（
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
に
つ
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
対
象
と
な
る
方　
平
成
21
年

３
月
31
日
以
降
に
倒
産・解
雇（
自

己
責
任
に
よ
る
も
の
を
除
く
）・

雇
い
止
め
な
ど
に
よ
り
失
業
し
、

社
会
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険

に
切
り
替
わ
っ
た
方
で
、
失
業
し

た
日
の
時
点
で
65
歳
未
満
の
方
。

□
軽
減
の
内
容　
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
判
定
及
び
所
得
割
の

計
算
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
方

の
給
与
所
得
を
30
％
で
計
算
し
ま

す
。
高
額
療
養
費
の
限
度
額
区

分
の
判
定
に
つ
い
て
も
、
対
象
と

な
る
方
の
給
与
所
得
を
30
％
で
計

算
し
ま
す
。（
世
帯
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
負
担
の
軽
減
に
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
）

□
軽
減
の
受
け
ら
れ
る
期
間　

就
職
等
に
よ
り
、
再
度
社
会
保
険

に
加
入
す
る
ま
で
。
た
だ
し
、
最

長
で
失
業
し
た
日
の
翌
日
を
含
む

２
年
度
間
で
す
。（
平
成
21
年
３

月
31
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
30

日
ま
で
に
失
業
さ
れ
た
場
合
は
、

平
成
22
年
度
の
み
と
な
り
ま
す
）

　雇用保険受給者証に記載してある内容で判定しますので、下記項目にすべて当て
はまる事が必要です。
❶「特」「高」等の文字がない（空欄）こと。❷離職時の年齢が６５歳未満であること。
❸離職年月日が「平成２１年３月３１日」以降であること。❹離職理由の欄が次のい
ずれかの数字であること。「11」「12」「21」「22」「23」「31」「32」「33」「34」

❶

❷

❸ ❹

第1回　エコパーク寒川フェア
　エコパーク寒川では施設を一般公開し、ごみに対する認
識を深めていただくために、ごみの減量・リサイクル等をテー
マにしたフェアを開催します。
　当日は、廃食油を利用したキャンドルの作り方や石けん作
りの講習等が体験できます。（各地区で、廃食油キャンドル
によりキャンドルイベントに活用ください）
　また、ペットボトルを原料にした、エコ商品等環境にやさ
しい商品の展示等も行います。
　併せて、藤沢区のご協力により、タケノコ、その他山菜の
販売、タケノコ汁のサービス等もあります。
　大勢の皆様のご来場をお待ちしています。

◇日時　６月20日（日）
午前10時～午後2時

◇場所　エコパーク寒川 【問い合わせ先】
　エコパーク寒川　☎６９－１０８５

（平成22年２月22日
以降の様式）


